
株式会社スパンクリートコーポレーション

平成２２年３月期第２四半期業績資料



＜会社概要＞
　本　 社 　 東京都文京区本郷四丁目９番２５号
　営 業 所 　 宇都宮営業所　仙台営業所
　工　 場 　 宇都宮工場　　岩瀬工場　　
　設　 立 　 １９６３年３月
　資 本 金 　 ３２億９,５８９万６,０００円
　従 業 員 　 １３９名（外 派遣社員１５名）
　事業内容 　 スパンクリート事業 不動産事業

＜沿　　革＞
１９６３年　３月 　　設立　　資本金１千万円

　　　 　　 商号　スパンクリート製造株式会社
１９６４年　２月 　　宇都宮市に生産設備完成 営業開始
１９８３年　３月 　　スパンクリート合成床工法販売開始
１９８９年１１月 　　茨城県岩瀬町（現 桜川市）に岩瀬工場完成
１９９１年　２月　　 社名を現社名に変更
１９９１年　９月 　　株式を公開　日本証券業協会店頭登録（現ＪＡＳＤＡＱ）
２００４年　３月　　 明星プレテック㈱の株式を１００％取得
２００５年　５月　　 宇都宮工場・岩瀬工場・設計部　ＩＳＯ９００１取得
２００６年　３月　　 プレテック㈱解散
　　　　　１０月　　 普通株式１株を２株に分割

会社概要及び沿革



工場

宇都宮工場　

生産能力 月産約55,000㎡　（18,608坪）

岩瀬工場　　
生産能力 月産約10,000㎡　（19,642坪）



所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡



経営成績の概要
当第２四半期の業績は、売上高１９億８千万円（前年同期比５．８％減）、営業利益９千１百万円（前年
同期比２１．３％減）、経常利益１億３千万円（前年同期比１６．９％減）と減収減益となりました。

〈スパンクリート事業〉
主力のスパンクリート事業は、前事業年度からの継続案件の成田高速鉄道や九州新幹線の防音壁の
特需等はありましたが、景気減速によるマンションを始めとする建設需要減の影響を受け、売上高は
１８億４千７百万円（前年同期比６．３％減）と減収となりました。利益面では主要販売施策の「流通倉庫、
工場、防音壁等の相対的に粗利益率の良好な壁板拡販へ注力」が一部功を奏し、営業粗利益率は
上昇したものの原材料価格が高止まりの中、工場の採算が悪化したこと等から、営業利益１千７百万円
（前年同期比６７．３％減）と減益となりました。

〈不動産事業〉
貸しビル３棟の稼動が好調を持続、大規模改修の償却負担増を吸収して安定収益を計上しており、
売上高１億３千２百万円（前年同期比２．６％増）、営業利益７千５百万円（前年同期比１１．３％増）と
増収増益となりました。

四半期純利益につきましては、有価証券の減損処理等の特別損失６千７百万円を計上しましたが、
５千７百万円の四半期純利益（前年同期比７００．１％増）となりました。



▲６９２３９３０８売 上

▲８８２２６３１４出 荷

▲１１０２２２３３２生 産

増減
　１０年３月期　

第２四半期

　０９年３月期　

第２四半期

単位：千㎡

生産・出荷・売上　数量比較



比較第２四半期損益計算書
単位：百万円

四半期純利益 ７ ５７ ５０

法人税等 ３ ５ ２

税引前四半期純損益 １０ ６２ ５２

特別損益 ▲１４６ ▲６７ ７９
株式市況の低迷による有価証券の
強制減損処理等の計上

経常利益 １５６ １３０ ▲２６

営業外費用 ２７ ６ ▲２１

営業外収益 ６８ ４５ ▲２３

営業利益 １１６ ９１ ▲２５

　　一般管理販売費 ２８３ ２７１ ▲１２

　　売上原価 １，７０１ １，６１７ ▲８４

売上高 ２，１０１ １，９８０ ▲１２１
マンション建設需要減の影響もあり
減収

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期
増減 摘要



比較第２四半期貸借対照表（資産）
単位：百万円

▲２４１３４１５８　　その他

３３５３６５０３　　有価証券

▲４８８９，５１５１０，００３　　　資産合計

▲４５２３１２７６　　その他

時価の下落等で減少▲３９３９８１１，３７４　　投資有価証券

▲４３８１，２１２１，６５０投資その他

▲４１３１７　無形固定資産

▲１５３，０９９３，１１４　　土地

▲５９１，２９０１，３４９　　建物・機械

▲９８４，５２３４，６２１　有形固定資産

▲５４０５，７４９６，２８９固定資産

２０９５７５　　その他

▲２１５１３７３５２　　棚卸資産

手形は全て期日取立てしております▲２３１１，０６１１，２９２　　売掛債権

４４６１，９３７１，４９１　　現金及び預金

５３３，７６６３，７１３流動資産

摘要増減
１０年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期



比較第２四半期貸借対照表 （負債・純資産）
単位：百万円

▲４８８９，５１５１０，００３負債・純資産合計

６▲６６▲７２　　有価証券評価差額金

３１１７７▲２３４　　土地再評価差額金

▲９▲２９０▲２８１　　自己株式

▲５２０７９７１，３１７　　利益剰余金

▲１４３，６９６３，７１０　　資本剰余金

０３，２９５３，２９５　　資本金

▲２２５７，５１０７，７３５純資産の部

▲２６３２，００４２，２６７負債合計

▲４８１２８１６　　その他固定負債

▲２５－２５　　長期借入金

▲２９８１２８４１固定負債

１５３１６３０１　　その他

▲１７５７２５９００　　短期借入金

支払手形は発行しておりません▲７４１５１２２５　　買掛債務

▲２３４１，１９２１，４２６流動負債

摘要増減
１０年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期



中間営業成績及び財政状態

－２，２２２１，８９４現金同等物残高（百万円）

－▲１６８▲２１７財務キャッシュフロー（百万円）

－１６５▲６投資キャッシュフロー（百万円）

－３４８▲２１１営業キャッシュフロー（百万円）

７８．９７７．３自己資本比率（％）

－９２０．２１９３８．５３１株当たり純資産額（円）

▲２２５７，５１０７，７３５純資産（百万円）

▲４８８９，５１５１０，００３総資産（百万円）

財
産
の
状
況

－７．０１０．８８１株当たり四半期純損益(円）

５０５７７四半期純利益（百万円）

▲２６１３０１５６経常利益（百万円）

▲２５９１１１６営業利益（百万円）

▲１２１１，９８０２，１０１売上高（百万円）

営
業
成
績

増減
１０年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期



一株あたり純資産・株価（ＰＢＲ）推移
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０６年１０月普通株式１株を２株に分割しました
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主要工事実績

　　約 7,700㎡ランドポート春日部

　　約 8,000㎡ベルギー大使館建替計画（民間棟）

　　約11,000㎡（仮称）川越市新清掃センター熱回収施設新築工事

　　約12,000㎡The Kashiwa Tower

　　約12,000㎡日本梱包運輸倉庫㈱狭山ターミナル営業所

　　約15,500㎡ブランズタワー南千住

　　約20,000㎡（仮称）青海シーサイドプロジェクト

　　約22,700㎡シティタワーズ豊洲 ザ・シンボル

　　約28,000㎡シティタワー有明

　　約31,000㎡グローリオ蘆花公園



スパンクリート使用例 マンション・床

江東区豊洲計画

千代田区二番町計画



スパンクリート使用例 壁・床

パーキングエリア

コミュニティ施設 体育館

店舗



スパンクリート使用例 ホーム

Mスラブ・床

千葉県成田空港駅東京都日暮里駅



１０年３月期見通し
単位：百万円

　　　　　　　　 　５０当期純利益

　　　　　　　　１０５経常利益

　　　　　　３，１００売上高

１０年３月期見通し

収益確保には相当の努力を要し、ハードルが高いものと認識




